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広報とみおか　（2）（3）　広報とみおか

　復興拠点区域の立入り規制緩和の詳細、
区域内での活動の留意点等につきまして
は、広報とみおか１月号に同封しました「富
岡町特定復興再生拠点区域における立入規
制緩和のお知らせ」をご覧ください。

特集 3.11
古里再生への一歩　復興拠点立入り規制緩和

　

町
内
の
帰
還
困
難
区
域
の
う

ち
、
夜
の
森
地
区
を
中
心
と
し
た

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域（
復
興

拠
点
）の
立
入
り
規
制
が
１
月
26

日
に
緩
和
さ
れ
、
拠
点
内
７
か
所

の
ゲ
ー
ト
が
一
斉
に
開
放
さ
れ

ま
し
た
。

　
午
前
９
時
、
山
本
育
男
町
長
と

武
藤
孝
雄
双
葉
警
察
署
長
が
立

会
い
、
桜
開
花
基
準
木
前
の
ゲ
ー

ト
を
開
放
。
自
家
用
車
で
自
宅
な

ど
へ
向
か
う
住
民
の
姿
も
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
規
制
緩
和
に
よ
り
、
復
興
拠
点

区
域
内
に
は
許
可
証
な
し
で
立

入
り
が
可
能
に
な
り
ま
す
が
、
除

染
・
解
体
工
事
や
路
面
補
修
な
ど

の
復
旧
工
事
が
継
続
し
て
い
ま

す
。
区
域
内
及
び
周
辺
の
信
号
機

も
再
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
車
で

走
行
さ
れ
る
際
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
区
域
内
の
バ
リ
ケ
ー
ド
は
、
内

閣
府
が
４
月
下
旬
ま
で
に
順
次
撤

去
し
、
町
は
今
後
、
令
和
５
年
春

を
予
定
し
て
い
る
復
興
拠
点
の
避

難
指
示
解
除
に
向
け
、
生
活
環
境

整
備
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

双
葉
警
察
署
が
夜
の
森
駐
在
所
の
運

用
を
再
開
し
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
の
立
入
り
規
制
解
除
前
日
の
１
月
25

日
、
開
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
武
藤
双
葉
署
長
が「
住
民
の

皆
さ
ん
に
安
心
を
届
け
る
た
め
、
施
設

を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
」と
挨
拶
し
、

改
め
て
地
域
防
犯
へ
の
士
気
を
高
め
て

い
ま
し
た
。

　

夜
の
森
駐
在
所
は
今
後
、
他
都
道
府

県
の
警
察
官
な
ど
で
組
織
す
る「
ウ
ル
ト

ラ
警
察
隊
」や
双
葉
署
員
に
よ
る
夜
の
森

地
区
を
中
心
と
し
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
拠
点
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

開放される桜開花基準木前ロータリーゲート

規制緩和に先立ち、町消防団、双葉警察署、富岡消防署な
どが参加して行われた地域防犯出動式

　夜の森駐在所が使用再開　区域内パトロール活動の拠点に

時系列で振り返る2021年

３
月
11
日　
富
岡
町
東
日
本
大
震
災

慰
霊
祭
を
挙
行

３
月
25
日　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
①

３
月
28
日　
地
域
交
流
館
・
富
岡
わ

ん
ぱ
く
パ
ー
ク
が
オ
ー

プ
ン
②

４
月
３
日　
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
さ

　
　
　
　
　

 

れ
た
富
岡
桜
ま
つ
り
③

４
月
６
日　
町
立
小
中
学
校
合
同
入

学
式
④

５
月
13
日　
富
岡
駅
東
西
を
結
ぶ
汐

橋
が
開
通
⑤

５
月
15
日　
三
春
・
富
岡
両
校
に
よ

る
最
後
の
合
同
運
動
会

⑥

６
月
22
日　
富
岡
産
業
団
地
進
出
７
、

　
　
　
　
　

８
社
目
と
な
る
立
地
協

　
　
　
　
　

定
⑦

７
月
11
日　
と
み
お
か
ア
ー
カ
イ
ブ
・

　
　
　
　
　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
開
館

⑧

７
月
30
日　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

　
　
　
　
　
ピ
ッ
ク
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　

 

混
合
ダ
ブ
ル
ス
で
、
渡

辺
勇
大
選
手
と
東
野
有

紗
選
手
が
日
本
勢
初
の

銅
メ
ダ
ル
に
輝
く
⑨

８
月
５
日　
宮
本
皓
一
前
町
長
が
８

年
間
の
舵
取
り
を
終
え

退
任
⑩

８
月
６
日　
山
本
育
男
新
町
長
が
就

任
⑪

10
月
17
日　

岸
田
文
雄
首
相
が
来
町
、

　
　
　
　
　
移
住
者
ら
と
意
見
交
換

⑫

11
月
28
日　
震
災
後
初
と
な
る
富
岡

町
芸
能
祭
を
開
催

行政区別町内居住者数（令和４年２月１日現在）
※町内居住届出を提出した人数

小浜
239世帯
306人

小良ヶ浜

深谷新夜ノ森

夜の森駅前北
夜の森駅前南

仏浜

毛萱

下郡山

上郡

清水

太田

岩井戸
８世帯　13人

赤木 本町
128世帯　152人

上本町
14世帯　23人

下千里

王塚
145世帯
238人

杉内 仲町
30世帯
44人

大菅
４世帯
６人

高津戸

西原  142世帯　172人

19世帯　31人

32 世帯　46 人

25世帯　40人

24世帯　47人

５世帯　９人 中央 239世帯　381人

87世帯　139人７世帯　９人

14世帯　29人

栄町 
65世帯
76人

駅前
17世帯　17人

新町 
40世帯
55人

大菅

パトロール拠点の看板を掲げる武藤所長（右）と山本町長

1

5

9

2

6

101112

3

7

4

8



広報とみおか　（4）（5）　広報とみおか

令和３年度町政懇談会でいただいたご意見を紹介します
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、書面での開催としました令和３年度町政懇談会に、郵
送で 106 件のアンケート回答がありました。いただいたご質問やご意見の主なものを紹介しま
す。ご意見、ご提案は、担当部署で今後の施策や業務に役立ててまいります。

問 企画課 広聴広報係

町
内
の
復
興
状
況

Ⓠ
国
道
６
号
あ
た
り
に
、
道
の
駅

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？
野

菜
や
果
物
ぐ
ら
い
は
出
店
で
き

る
の
で
は
。

Ⓐ
富
岡
駅
前
の
観
光
案
内
所
で
町

内
産
農
作
物
等
の
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
は
Ｊ
Ａ

に
対
し
直
売
所
の
設
置
を
継
続

し
て
要
望
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
内

部
で
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ⓠ
い
わ
き
ま
で
行
か
な
く
て
も

買
い
物
が
で
き
る
商
店
が
欲
し

い
。

Ⓐ
更
な
る
町
内
生
活
の
充
実
を
図

る
に
は
、
衣
料
店
な
ど
町
内
に

不
足
す
る
業
種
の
再
開
や
参
入

が
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、
引

き
続
き
誘
致
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
な
お
、
衣
料
に
つ
い
て

は
、
町
内
の
公
共
施
設
で
の
出

張
販
売
に
向
け
、
具
体
的
な
協

議
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

Ⓠ
さ
く
ら
モ
ー
ル
の
営
業
時
間
を

午
前
10
時
か
ら
午
後
８
時
頃
ま

で
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Ⓐ
町
内
買
い
物
環
境
の
向
上
に
向

け
、
各
事
業
者
に
対
し
営
業
時

間
の
延
長
を
継
続
的
に
要
望
し

て
お
り
ま
す
が
、
人
手
不
足
な

ど
の
理
由
に
よ
り
実
現
が
で
き

て
い
な
い
状
況
で
す
。
今
回
い

た
だ
い
た
ご
意
見
を
受
け
、
引

き
続
き
営
業
時
間
延
長
を
要
望

い
た
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
さ
く
ら
モ
ー
ル
以
外

に
つ
い
て
も
、
各
種
補
助
事
業

等
を
周
知
し
な
が
ら
買
い
物
環

境
の
更
な
る
向
上
に
向
け
て
、

店
舗
等
の
誘
致
や
事
業
展
開
支

援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

除
染

Ⓠ
町
場
は
隣
が
近
い
の
で
全
面
的

に
除
染
が
な
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
が
、里
山
の
方
は
家
の
周
り
、

20
ｍ
で
は
行
動
範
囲
が
狭
す
ぎ

て
戻
れ
な
い
と
思
う
の
で
、
で

き
る
限
り
広
い
範
囲
の
除
染
を

す
る
よ
う
働
き
か
け
て
も
ら
い

た
い
。

Ⓐ
環
境
省
は
生
活
圏（
住
宅
、
農

地
、
道
路
）の
線
量
低
減
に
一

定
の
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

生
活
圏
か
ら
20
ｍ
範
囲
内
の
み

の
森
林
除
染
を
実
施
し
て
お

り
、
森
林
で
生
活
す
る
た
め
の

除
染
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
町
と
い
た
し
ま

し
て
も
里
山
は
生
活
圏
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
国
に
対
し
て

は
里
山
の
全
面
除
染
を
継
続
的

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⓠ
庭
の
土
で
家
庭
菜
園
・
野
菜
づ

く
り
を
し
て
も
安
全
に
食
べ
ら

れ
ま
す
か
？ 

Ⓐ
除
染
さ
れ
た
土
壌
を
使
用
し
た

家
庭
菜
園
に
よ
る
野
菜
作
り
は

特
に
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
作

物
を
作
る
前
に
土
壌
の
放
射
性

物
質
濃
度
の
測
定
を
お
勧
め
い

た
し
ま
す
。
町
で
測
定
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

健
康
づ
く
り
課
放
射
線
健
康
管

理
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

帰
還
困
難
区
域

Ⓠ
今
般
の
計
画
で
外
縁
除
染
か
ら

外
れ
る
住
民
に
対
し
て
の
何
ら

か
の
追
加
保
障（
賠
償
）を
要
望

し
ま
す
。

Ⓐ
帰
還
困
難
区
域
に
対
す
る
賠
償

は
、
長
年
住
み
慣
れ
た
住
居
及

び
地
域
が
見
通
し
の
つ
か
な
い

長
期
間
に
わ
た
っ
て
帰
還
不
能

と
な
り
、
そ
こ
で
の
生
活
の
断

念
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
精
神
的

苦
痛
等
を
一
括
し
て
賠
償
す
る

「
故
郷
喪
失
分
の
一
括
賠
償
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
に
よ
り
、
外
縁
除
染
か

ら
外
れ
る(

帰
還
が
遅
れ
る)

こ

と
を
も
っ
て
、
追
加
賠
償
を
東

京
電
力
に
求
め
て
も
認
め
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

Ⓠ
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
令

和
４
年
１
月
か
ら
の
立
入
り
規

制
緩
和
に
伴
う
防
犯
対
策
が
不

明
で
大
変
心
配
し
て
い
ま
す
。

Ⓐ
現
在
は
日
中
の
と
み
お
か
守
り

隊
、
夜
間
の
民
間
警
備
会
社
委

託
業
務
を
連
携
さ
せ
24
時
間
の

警
備
巡
回
を
実
施
し
て
お
り
、

方
法
に
つ
い
て
は
詳
細
な
ル
ー

ト
を
特
定
し
な
い
不
規
則
巡
回

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
設
置
費
用
の
補
助
を
行
っ
て

い
る
家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
準
備
宿
泊
を
申

請
さ
れ
た
方
は
居
住
者
と
み
な

し
て
補
助
の
対
象
と
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

Ⓠ
私
は
震
災
前
富
岡
町
に
住
ん
で

い
て
現
在
帰
還
困
難
区
域
で

す
。
災
害
公
営
住
宅
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
帰

還
困
難
区
域
で
も
家
賃
・
駐
車

場
・
共
益
費
が
無
料
の
町
が
あ

り
ま
す
。
同
じ
帰
れ
な
い
区
域

な
の
に
何
故
、
町
ご
と
に
こ
ん

な
差
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

Ⓐ
ご
く
限
ら
れ
た
一
部
の
地
域
の

み
の
避
難
指
示
解
除
に
留
ま
っ

て
い
る
町
は
、
十
分
に
生
活
再

建
の
条
件
が
整
っ
て
い
な
い
と

い
う
判
断
に
よ
り
、
復
興
公
営

　
住
宅
が
災
害
救
助
法
に
基
づ
く

応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
る
た
め
、
家
賃
等
の
無
償

提
供
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
　
応
急
仮
設
住
宅
の
供
与
終
了

は
、「
復
興
公
営
住
宅
の
整
備

完
了
に
よ
る
安
定
的
な
住
ま
い

の
確
保
状
況
」「
応
急
仮
設
住
宅

退
去
者
と
の
公
平
性
」「
安
定
的

な
住
宅
へ
の
移
行
の
必
要
性
」

な
ど
の
諸
条
件
を
総
合
的
に
判

断
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す

の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
外
生
活
支
援

Ⓠ
郡
山
地
区
に
は
、
町
民
が
気
兼

ね
な
く
集
ま
る
場
所
が
な
い
た

め
に
、
情
報
交
換
が
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
。

Ⓠ
交
流
サ
ロ
ン
は
、
一
部
の
人
だ

け
の
利
用
で
必
要
な
い
と
思
う
。

Ⓐ
交
流
サ
ロ
ン
は
、
原
子
力
災
害

に
伴
う
突
如
と
し
た
避
難
に
よ

り
、
町
外
に
お
い
て
生
活
す
る

中
で「
正
し
い
情
報
が
入
手
で

き
な
い
」「
避
難
先
で
孤
立
し
て

し
ま
う
」な
ど
の
課
題
解
決
を

支
援
す
る
た
め
の
拠
点
施
設
と

し
て
設
置
し
ま
し
た
。

　
　
長
期
避
難
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の
施
設
と
し
て
の

役
割
の
中
核
を
担
っ
て
き
て
お

り
、
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る

施
設
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
改

め
て
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

医
療
・
福
祉

Ⓠ
今
後
、
町
の
医
療
体
制
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、
現
在

の
ま
ま
で
よ
い
と
思
っ
て
い
る

の
か
。

Ⓐ
皆
さ
ま
が
安
全
・
安
心
な
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
医
療
環
境

の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ふ
た
ば
医

療
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
充
実
を

求
め
る
と
と
も
に
、
町
内
の
医

療
機
関
の
再
開
に
つ
き
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
総
合

医
療
機
関
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
周
辺
町
村
と
連
携
し
な

が
ら
、
国
・
県
に
し
っ
か
り
と

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⓠ
自
宅
で
家
族
が
介
護
す
る
時
に

役
立
つ
情
報
が
知
り
た
い
。

Ⓐ
介
護
保
険
制
度
の
利
用
に
つ
き

ま
し
て
は
、
利
用
者
及
び
ご
家

族
の
状
況
に
よ
り
、
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
が
多
岐
に
わ
た

り
、
ま
た
、
在
宅
介
護
に
つ
き

ま
し
て
も
、
介
護
す
る
方
、
介

護
さ
れ
る
方
の
身
体
的
状
況
に

よ
っ
て
留
意
点
も
異
な
っ
て
き

ま
す
。
些
細
な
お
問
い
合
わ
せ

で
も
結
構
で
す
の
で
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
又
は
福
祉
課
介
護

保
険
係
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

いただいたご意見・ご要望

○町民のための、町民が元気になる
ような行事、イベント等を多く
やってほしい。

○帰還希望者と区域の除染ではな
く、全体の除染をして、はじめて
帰還できると思うし、当然の事と
思います。

○町や県で土地を買って安く住民、
または町外から来る人に条件付き
で販売してほしい。

○書面開催にしないでほしい。他町
村ではしっかり開催している。

○各家庭に再生可能エネルギーの推
進を実施してはどうか。

○夜の森の復興を期待しています。
いずれは戻りたいと思っていま
す。

○帰還困難区域が完全に復興するま
で医療・高速の無料は継続を切に
願います。

○富岡地区と夜の森地区は２つに分
断している。１つになって富岡町
の再生に取り組んでほしい。

○商店街の復興なくして、富岡町の
復興なし。

○富岡駅、夜ノ森駅内を展示物・配
布物で充実してほしい。

○女性が生きる町、生活すべてにお
いて魅力があり、「女性の若者に
選ばれる町」になればと思ってい
ます。やがて家族ができるでしょ
う。

○多病のため町に帰って生活できま
せんが、故郷のことは忘れません。
気になります。更地にした土地の
件も心にかかっています。

○国や県に頼るのではなく、しっか
りと町のビジョンをもって取り組
んでほしい。

○高齢のため農地は自力での耕作が
できないので、利用について町で
有効活用を推進してもらいたい。

○帰るに帰れない人たちの問題も取
り上げて欲しいです。
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富
岡
産
業
団
地
の
進
出
企
業
立
地

協
定
調
印
式
を
、
１
月
28
日
に
行
い

ま
し
た
。

　
協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
夜
の
森
に

本
社
を
置
い
て
い
た
株
式
会
社
井
出

自
動
車
整
備
工
場（
井
出
法
泰
社
長
）

と
、
兵
庫
県
姫
路
市
に
本
社
を
置
く

株
式
会
社
池
内
商
店（
池
内
伸
介
社

長
）で
、
９
、
10
社
目
の
進
出
企
業

と
な
り
ま
す
。

　

調
印
を
終
え
、
山
本
町
長
が「
新

た
な
産
業
と
雇
用
の
創
出
と
共
に
、

町
民
の
帰
還
や
新
た
な
活
力
を
呼
び

込
む
移
住
定
住
の
促
進
、
に
ぎ
わ
い

の
形
成
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
が

広
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
」と

挨
拶
。
両
社
長
が
抱
負
を
述
べ
、
町

内
で
事
業
を
再
開
す
る
井
出
社
長
は

「
震
災
後
、
い
わ
き
市
で
事
業
を
継

続
し
、
い
つ
か
は
富
岡
に
戻
る
と
い

う
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
き
た
。
今
後

は
産
業
団
地
を
新
た
な
拠
点
と
し

て
、
富
岡
町
や
双
葉
郡
の
復
興
・
発

展
の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に

歩
ん
で
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

左から井出社長、山本町長、池内社長

富岡産業団地
　　　進出企業２社と立地協定

株
式
会
社 

井
出
自
動
車
整
備
工
場

【
事
業
内
容
】

自
動
車
及
び
建
設
機
械
類
の
整
備
・

販
売
、
車
両
及
び
機
械
工
具
リ
ー
ス

【
操
業
開
始
】

令
和
４
年
春
予
定

株
式
会
社 

池
内
商
店

【
事
業
内
容
】

断
熱
耐
火
パ
ネ
ル
製
造
、
板
金
材
料

加
工
、
鋼
管
パ
イ
プ
加
工

【
操
業
開
始
】

令
和
４
年
11
月
予
定

　
各
分
野
で
町
政
振
興
に
寄
与
さ

れ
た
方
々
を
称
え
る
令
和
４
年
富

岡
町
表
彰
式
を
、
１
月
21
日
に
挙

行
し
、
前
町
長
の
宮
本
皓
一
さ
ん

に
特
別
功
労
表
彰
が
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
日
本
代
表
の
渡
辺
勇
大
選

手
、
東
野
有
紗
選
手
に
功
労
表
彰

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
宮
本
さ
ん
は
、
富
岡
町
議
会
議

員
及
び
富
岡
町
長
と
し
て
地
方
自

治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
、
震
災
と

原
発
事
故
以
降
は
、
町
民
の
生
活

支
援
や
町
の
復
興
に
向
け
、
全
身

全
霊
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、渡
辺
・東
野
両
選
手
は
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
混
合
ダ
ブ
ル
ス
で
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、
多
く

の
国
際
大
会
で
好
成
績
を
収
め
、

町
民
に
勇
気
と
感
動
を
届
け
ま
し

た
。

　
式
に
は
宮
本
皓
一
さ
ん
が
出
席

さ
れ
、
山
本
町
長
が
表
彰
状
と
記

念
品
を
手
渡
し
、「
皆
さ
ま
の
ご

尽
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

る
。
今
後
と
も
町
の
復
興
と
再

生
、
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
の
た

め
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」と
、
こ
れ
ま
で
の
功
績

を
称
え
ま
し
た
。

地域貢献と功績を称える　令和４年富岡町表彰式

特別功労表彰を受章された宮本皓一さん(中央)

東野有紗選手 渡辺勇大選手

　

富
岡
町
消
防
団（
末
永
博
幸
団
長
）

が
、
１
月
18
日
か
ら
町
内
の
夜
警
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。　

　
役
場
で
行
わ
れ
た
出
動
式
で
は
、
末

永
団
長
が「
今
年
は
復
興
拠
点
の
立
入

り
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
夜
間
の
出
入
り

も
自
由
に
な
る
こ
と
で
不
安
を
抱
え
る

町
民
も
多
い
。
夜
警
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を

通
し
、
安
全
安
心
を
守
っ
て
い
こ
う
」

と
挨
拶
し
た
あ
と
、山
本
町
長
が
激
励
。

町
内
や
避
難
先
か
ら
駆
け
つ
け
た
団
員

９
名
が
、
消
防
車
両
３
台
で
町
内
の
パ

ト
ロ
ー
ル
に
出
動
し
ま
し
た
。

　
復
興
拠
点
を
含
め
た
夜
警
は
、
３
月

10
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

富
岡
地
区
の
交
通
安
全
祈
願
祭
が
、

１
月
20
日
に
諏
訪
神
社
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
祈
願
祭
に
は
交
通
安
全
関
係
団
体
か

ら
約
20
人
が
出
席
。
富
岡
地
区
交
通
安

全
協
会
の
松
本
重
義
会
長
が「
今
後
も

皆
さ
ま
と
連
携
し
交
通
安
全
の
た
め
に

頑
張
り
た
い
」と
挨
拶
し
た
あ
と
、
交

通
対
策
協
議
会
長
の
遠
藤
智
広
野
町
長

が「
関
係
機
関
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

交
通
事
故
の
撲
滅
と
住
民
の
安
全
の
た

め
に
努
め
て
い
く
」と
述
べ
、
他
の
出

席
者
と
共
に
今
年
１
年
の
交
通
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
の
交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ

が
、
１
月
10
日
午
前
零
時
を
も
っ
て

１
０
０
０
日
に
達
成
し
、
１
月
21
日
、

福
島
県
交
通
対
策
協
議
会
長
表
彰
の
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
岸
孝
志
相
双
地
方
振
興
局

長
が「
復
興
関
連
の
交
通
量
が
多
い
状

態
だ
が
、
今
後
も
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

を
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
、

町
交
通
対
策
協
議
会
長
の
山
本
町
長
に

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
平
成
31
年
４
月
15
日
を
最

後
に
、
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
。

出動を前に挨拶する末永団長

玉串を捧げ交通安全を祈願する山本町長

山本町長に表彰状を手渡す岸局長（右）

古里の安全安心を守る
　　　　消防団が夜警出動式

事故の無い社会をめざす
　 　　　  　交通安全祈願祭

町内の交通事故死者ゼロ
　　　　　　1000日達成
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に
こ
に
こ
こ
ど
も
園
、
幼

稚
園
、
小
学
校
で
、
２
月
３

日
、
節
分
恒
例
の
豆
ま
き
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
園
に
は
大
き
な
赤

鬼
と
青
鬼
が
登
場
。
怖
く
て

泣
き
出
す
子
も
い
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
が“
反
撃
〟

を
開
始
す
る
と
鬼
た
ち
も
降

参
し
、
最
後
は
み
ん
な
仲
良

く
写
真
に
納
ま
り
ま
し
た
。

　

夜
の
森
幼
稚
園
三
春
園
舎

で
は
、
節
分
の
お
話
を
聞
い

た
あ
と
、
園
長
先
生
と
お
揃

い
の「
か
み
し
も
」を
着
て
、

元
気
に
紙
で
作
っ
た
豆
を
撒

き
ま
し
た
。

　

小
学
校
富
岡
校
と
三
春
校

の
豆
ま
き
集
会
で
は
、
児
童

た
ち
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、
節
分
の
意
味
や
由
来
を

学
び
ま
し
た
。

　

自
分
の
心
の
中
に
い
る
追

い
出
し
た
い
鬼
を
発
表
し
た

あ
と
、
富
岡
校
で
は
低
学
年

が
鬼
に
扮
し
、「
年
男
と
年

女
」の
５
年
生
が
紙
の
豆
を

撒
き
ま
し
た
。
ま
た
、
三
春

校
で
は
紙
芝
居
や
鬼
退
治
の

寸
劇
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、

両
校
と
も
特
色
あ
る
節
分
行

事
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
歴
史
と
文
化
、
東
日
本
大
震
災

の
経
験
を
伝
え
る
と
み
お
か
ア
ー
カ
イ

ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
、「
震
災
伝
承
施

設
の
第
３
分
類
」に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
登
録
に
は
、「
安
全
で
快
適
な
利

用
が
で
き
る
よ
う
適
切
な
維
持
管
理
を

行
う
」「
案
内
員
に
対
す
る
研
修
等
を
行

い
、
提
供
す
る
情
報
の
質
の
向
上
に
務

め
る
」こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
も
他
の
震
災
伝
承
施
設
と
連
携
・

協
力
し
な
が
ら
、
住
民
目
線
で
の
震
災

と
原
子
力
災
害
・
全
町
避
難
等
の「
記
憶

と
記
録
」を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

小学校三春校小学校富岡校

夜の森幼稚園三春園舎

にこにここども園

心の中の悪い鬼をやっつけよう！
　　子どもたちが元気いっぱい豆まき

とみおかアーカイブ・ミュージアム
震災伝承施設に登録

　
鹿
児
島
県
出
水
市
か
ら
、
町
立
小
中

学
校
に
真
心
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
届
き
ま
し
た
。

　
出
水
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
直
後

か
ら「
ま
ご
こ
ろ
便
ツ
ル
の
里
か
ら
お

年
玉
」と
し
て
、
市
内
の
小
中
高
生
が

大
切
に
育
て
た
農
作
物
な
ど
を
原
発
事

故
で
被
災
し
た
学
校
に
贈
る
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
贈
呈
式
は
１
月
17
日
に
富
岡
校
で
行

わ
れ
、
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
の

石
田
政
幸
さ
ん
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に

う
る
ち
米
と
サ
ツ
マ
イ
モ
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
富
岡
町
観
光
案
内
所
が
、２
月
１
日
、

Ｊ
Ｒ
富
岡
駅
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

案
内
所
は
町
観
光
協
会
が
運
営
し
、

町
内
の
農
家
が
生
産
し
た
農
産
物
や
特

産
物
の
販
売
も
行
う
ほ
か
、
休
憩
ス

ペ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　

　
開
所
式
で
は
町
観
光
協
会
の
渡
辺
吏

会
長
が「
町
の
魅
力
や
復
興
の
状
況
を

発
信
し
て
い
く
」と
挨
拶
。
初
日
か
ら

多
く
の
町
民
が
訪
れ
、
新
鮮
な
野
菜
や

花
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

営
業
時
間　

平
日　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

  

☎　

 

０
２
４
０

－

２
３

－

７
３
６
６

石田さんからまごころ便を受け取る富岡校の児童

テープカットを行う左から高橋議長、渡辺会長、山本町長、
小川一路JR東日本執行役員水戸支社長

鹿児島県出水市からまごころ便
　　　　　　小中学校に農作物を寄贈

町のにぎわい創出へ
　　　  富岡町観光案内所がオープン

住所や連絡先の変更届、町内居住届出のご提出はお済みですか？

広報紙発送に関するご連絡、お問い合わせはこちらまで

　広報紙がご自宅に届かず、役場へ戻って来るケースが多く見受けられます。
　お引越し等で送付先が変更になった場合は、役場までご連絡をいただくと共に、最寄りの郵便局
への転居届も忘れずにお出しください。

■■■■ 住所や電話番号が変わったら· · ·
　【連 絡 先】　
　住民課住民係　☎０２４０－２２－２１１１
　いわき支所　　☎０２４６－８８－１９８７　　郡山支所　☎０２４－９８３－９０２１

■■■■ 帰還や就労のため町内に居住をしたら· · ·
　住民課住民係へ 「町内居住届出」 をご提出ください。

■■■■ 広報紙が届かない、送付先を変更したい　　　企画課広聴広報係　☎０２４０－２２－２１１１

■■■■ 新たに送付、または発送を停止してほしい　　企画課広聴広報係または、いわき支所、郡山支所
問 企画課 広聴広報係



　福島県と福島県広報協会主催の「第67回福島県市町村広報コンクール（町村
部）」において、当町広報紙が「広報写真部門（一枚写真の部）」で入選しました。
　今後も内容をより充実させ、細やかな情報発信と楽しい紙面づくりに努めて
まいります。皆さまのご支援をよろしくお願いいたします。
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富岡町桜まつり2021富岡町桜まつり2021
TOMIOKA MONTHLY NEWSTOMIOKA MONTHLY NEWS

認定こども園入園式・小中学校入学式認定こども園入園式・小中学校入学式
とみおか写真館 「陽春」とみおか写真館 「陽春」

広報 my hometown TOMIOKA

とみおか 5

入選作品　令和３年 広報５月号表紙
　満開となった桜のトンネルの下で、笑顔あふれる子どもたちを撮影させてい
ただきました。震災から10年が経ち、町の自慢である桜のもとに県内外から人々
が集い、かつての賑わいが少しずつ戻ってきた様子を写真に収めました。
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TOMIOKA  MONTHLY  NEWS

広報とみおか　福島県広報コンクール写真部門で入選

区民の絆をいつまでも
　　　　  毛萱行政区 交流会

　
町
内
居
住
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
紫
陽
花
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
会（
猪
狩
マ
サ
子

会
長
）の
初
打
ち
大
会
が
１
月
17
日
に
、
中

央
行
政
区（
大
河
原
宗
英
区
長
）の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
会
が
１
月
22
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
万
全
に
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
笑
顔
が
溢
れ
、
近

況
な
ど
を
報
告
し
合
い
な
が
ら
プ
レ
ー
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
紫
陽
花
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
会
の

猪
狩
会
長
は「
今
後
も
機
会
を
作
り
、
皆
さ

ん
と
親
睦
を
深
め
た
い
で
す
」と
、
ま
た
、

中
央
行
政
区
の
大
河
原
区
長
は「
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
参
加
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。
早
く
元
の
生
活
に
戻
り
、
多
く
の
区
民

の
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
日
が
来
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■■■■

紫
陽
花
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
愛
好
会
初
打
ち
大
会

・
優　
勝　
阿
部　
勝
子
さ
ん

・
準
優
勝　
渡
邉　
達
生
さ
ん

・
第
３
位　
蓬
田
あ
き
子
さ
ん

■■■■

中
央
行
政
区
交
流
会

・
優　
勝　
遠
藤　
　
武
さ
ん

・
準
優
勝　
稲
元　
シ
ツ
さ
ん

・
第
３
位　
草
野　
陽
子
さ
ん

紫陽花会グラウンド · ゴルフ愛好会の皆さん

中央行政区の皆さん

１年ぶりに交流を深めた毛萱行政区の皆さん

グラウンド · ゴルフで親睦を深めました
紫陽花グラウンド · ゴルフ愛好会初打ち大会 · 中央行政区交流会

投 

稿
　

震
災
後
13
回
目
と
な

る
毛
萱
行
政
区
の
総
会

及
び
新
年
交
流
会
を
、

１
月
16
日
、
い
わ
き
市

四
倉
町
の
蟹
洗
い
温
泉

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
・
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

感
染
拡
大
に
よ
り
開
催

が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

対
策
を
万
全
に
し
、
県

内
外
か
ら
17
人
の
出
席

を
い
た
だ
き
、
区
民
同

士
１
年
ぶ
り
の
再
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
令
和
３
年
度

の
総
会
を
行
い
、
活
動

報
告
と
決
算
に
つ
い
て

ご
審
議
い
た
だ
き
、
昼

食
を
取
り
な
が
ら
の
交

流
会
で
は
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
近
況
な

ど
を
報
告
し
合
い
ま
し

た
。

　

来
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ

禍
が
落
ち
着
き
、
ゆ
っ

く
り
と
親
睦
が
図
れ
る

こ
と
を
願
い
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

寄
稿

毛
萱
行
政
区
長

　
　
佐
藤 

謙
一
さ
ん

※どちらの写真も、撮影時のみマスクを外して
　いただきました。
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給付金
住民税非課税世帯等への臨時特別給付金 及び
富岡町灯油購入費等助成事業給付金のご案内

　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金は、住民税均等割非課税世帯や令和３年１月以降に新
型コロナウイルス感染症の影響で家計急変のあった世帯を支援する新たな給付金です。
　町は、対象となった世帯に、昨今の原油価格高騰への負担軽減のため、臨時特別給付金に灯油購入
費等助成事業給付金を上乗せして支給します。

【支 給 額】　１世帯あたり　１０万５千円
　　　　　　※臨時特別給付金 １０万円 + 灯油購入費等助成事業給付金 ５千円

【支給時期】　町が確認書または申請書を受理した日から４週間後（目安）
【支給対象及び申請の有無】
　　　　　　次の①、②いずれかに当てはまる世帯
　　　　　　※住民税が課税されている方の扶養親族等のみからなる世帯を除く

問 厚生労働省コールセンター　☎０１２０－００２－７１９

医療費

ごみ

後期高齢者医療制度が変わります

休日、祝日の家庭ごみ受け入れについて

　令和４年１０月１日から、一定以上の所得のある方（７５歳以上の方等）は、現役並み所得者（窓口
負担割合３割）を除き医療費の窓口負担割合が従来の１割から２割に変更となります。

【変更対象者】
　課税所得が２８万円以上かつ単身世帯では年金収入とその他の所得が２００万円以上の方、複数
世帯では年金収入とその他の所得が３２０万円以上の方が属する世帯の方。

【判定方法】
　７５歳以上の方の課税所得や年金収入をもとに世帯単位で判定します。令和３年中の所得から判
定を行い、９月頃に福島県後期高齢者広域連合から被保険者証をお送りします。なお、現時点では
令和３年の合計所得金額が不明のため、施行日以降２割負担になるかについての判定はできません。

【配慮措置】
　対象者へは、３年間（令和７年９月３０日まで）負担を抑える配慮措置が適用されます。

　南部衛生センターと北部衛生センターは、これまで行っていた平日の家庭ごみ受け入れに加え、月
に１回、休日と祝日も受け入れを実施します。
　令和４年度の休日・祝日の受け入れ日は、次のとおりです。

受　　入　　日

４月２９日（金） 昭和の日 １０月１０日（月） スポーツの日

５月 ５ 日（木） こどもの日 １１月２３日（水） 勤労感謝の日
６月１９日（日） １２月１８日（日）
７月１８日（月） 海の日  １ 月 ９ 日（月） 成人の日
８月１１日（木） 山の日  ２ 月２３日（木） 天皇誕生日
９月１９日（月） 敬老の日  ３ 月２１日（火） 春分の日

※事業者の方は、上記日程でのごみ搬入はできません。
※帰還困難区域内（特定復興再生拠点区域を含む）からのごみ搬入はできません。区域内でのごみの

出し方につきましては、広報２月号１２ページをご覧ください。

【受入時間】　８：３０～１１：３０

問 生活環境課 環境衛生係 
 　南部衛生センター　☎０２４０－２５－４６０９
 　北部衛生センター　☎０２４０－３５－５４５４

問 内閣府住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金コールセンター 
 　　☎０１２０－５２６－１４５　受付：９：００～２０：００（１２／２９～１／３を除く）
　 富岡町コールセンター「住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金」窓口
 　　☎０１２０－５５５－６４５　受付期間：２／７～４／２８（平日９：００～１７：００）

① 世帯全員が
　 令和３年度
   「住民税均等割非課税」の世帯

申請が必要です

― 注　意！―
　新型コロナウイルス感染症の影響ではな
い収入減少による給付の申請は、不正受給

（詐欺罪）に問われる場合があります。

確認書は、令和３年１２月１０日時点の住
民基本台帳に基づき、給付金の支給対象で
ある可能性が高い世帯の方へお送りします。

■■■■  世帯のすべての方が、令和３年１月１日以
前から現住所にお住まいの場合

　送付された「確認書」において
①記載された給付金の振込口座番号に誤り

がないか確認、また、口座番号が記載さ
れていない場合は番号を記載し、口座確
認書類（通帳の写し）を添付。

②住民税課税者の、扶養親族のみの世帯で
はないこと等にチェックを入れる。
上記①②を確認し、返信用封筒で返送し
てください。

■■■■  世帯の中に、令和３年１月２日以降に転入
した方及び、富岡町で課税情報が把握で
きない方がいる場合

　別途申請が必要のため、申請書に必要事
項を記入して、添付書類と共に役場福祉課
へ直接または、郵送でご提出ください。

申請受付期間
　令和４年２月２１日（月）～
　令和４年９月３０日（金）
　　　　　　　※土日祝日を除く

■■■■  新型コロナウイルス感染症の影響で収入が
減少し、世帯全員が住民税非課税相当と
なった世帯（家計急変世帯）
　申請書に必要事項を記入して、添付書
類と共に役場福祉課へ直接または、郵送
でご提出ください。
　申請書類は、福祉課窓口に備え付けて
あるほか、町ホームページからダウン
ロードすることもできます。

　【申請書ダウンロード】
　　トップページ →「申請書ダウンロード」
　　→「住民税非課税世帯等に対する臨時特
　　　 別給付金及び富岡町灯油購入費等助
　 　　成金について」

② 令和３年１月以降の収入が減少し
   「住民税非課税相当」の収入と
　 なった世帯（家計急変世帯）

富岡町から２月下旬頃に
「確認書」が届きます（要返送）

お知らせ

お知らせ
お知らせ

～ お電話でのお問い合わせが難しい場合は企画課まで　FAX 0240−22−0899　　 tom0200-006@tomioka-town.jp ～～ お電話でのお問い合わせが難しい場合は企画課まで　FAX 0240−22−0899　　 tom0200-006@tomioka-town.jp ～
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国保
手続 就職や退職時の国民健康保険の手続きを忘れずに

　就職や退職の際は、次のとおり国民健康保険の各種手続きを行ってください。
■就職したとき

　国民健康保険の加入者が、新しい勤務先で健康保険に加入する場合は、国民健康保険の脱退手続
きが必要です。

　【手続きに必要なもの】　
　  ・新たな勤務先で加入した健康保険の被保険者証（国民健康保険脱退者全員分）
　  ・国民健康保険被保険者証および国民健康保険一部負担金等免除証明書
　  ・世帯主及び脱退する人のマイナンバー（個人番号）が分かるもの
　  ・異動届　

※健康保険に加入した後は、富岡町国保の保険証は使用できません。健康保険の保険証の交付前
に医療機関を受診する場合は、健康保険の保険者及び医療機関窓口へご確認ください。また、
富岡町国保の保険証を役場に返しただけでは国民健康保険を脱退したことにはなりません。
必ず脱退手続きを行ってください。

■退職したとき
　会社を退職して、任意継続など他の健康保険に加入しない場合は、国民健康保険の加入手続きが
必要です。

　【手続きに必要なもの】
　  ・健康保険等資格喪失証明書（健康保険脱退者全員の記載があるもの）
　  ・世帯主及び脱退する人のマイナンバー（個人番号）が分かるもの
　  ・異動届

■手続き方法（共通）
　健康づくり課または、いわき支所、郡山支所で受付しているほか、郵送による受付も行っています。
なお、手続きに必要な異動届は町ホームページからダウンロードすることもできます。

　【異動届ダウンロード】　
 「申請書ダウンロード」 → 「国民健康保険に加入・脱退するとき」

問 健康づくり課 国保年金係

問 住民課 生活支援係
広 告

土地・家屋のご売却・リフォーム・売買、賃貸の仲介・管理、土地・家屋を有効
活用したい等、土地やお住まいの事ならお気軽にご相談ください。

【福島県知事（１）第 3408 号】　担当：志賀・蒲生
定休日：土・日曜日　営業時間：9：00～ 18：00

福双エステート株式会社

〒979－1111　福島県双葉郡富岡町大字小浜字中央 405番地 1
TEL：0240－23－6296　　FAX：0240－23－6297　　URL：https://www.fukusoestate.com

広 告

富岡ホテルからのご案内
ご 法 要	 5,000円（税別）より	 　全11品
ご 宴 会	 5,000円（税別）より	 　全９品＋飲み放題付
特製弁当	 1,000円（税別）より	 　10名様分から配達いたします

お問い合わせ　富岡ホテル（株）
　福島県双葉郡富岡町大字仏浜字釜田122-6

　　　　　　　　 　　　       TEL：0240-22-1180　　FAX：0240-22-1182
＊ご予約の際は、町民割プランとお伝えください。

町民割引のご宿泊予約も継続中です！

～各種大好評！！ ご予算に応じて様々な料理を承ります～

賠償
請求 帰還困難区域への一時立入りに伴う移動費用の賠償請求

　福島第一原子力発電所事故に起因する賠償として、一時立入りの移動費用を東京電力へ直接請求す
ることができます。
　帰還困難区域のうち、特定復興再生拠点区域は１月２６日から立入り規制を緩和しましたが、規制
緩和後も帰還困難区域として避難指示が継続していることから賠償請求の対象となります。

【請求可能な方】
福島第一原発事故発生時に、生活の本拠地が帰還困難区域にあった方

※１ グリーン車料金など、特別な費用を除いた金額
※２ 一時立入り１回あたり２泊までが対象で、１泊あたり８，０００円を超える場合は、具体的な
　　 事情の説明が必要です。

【請求方法】
東京電力原子力損害賠償コールセンターへ請求書類の送付を依頼するか、富岡町役場本庁舎または
郡山支所などに設置されている相談窓口へお越しください。

【請求に必要な証明書類】
実費負担の内容を確認するための領収書

【東京電力原子力損害賠償コールセンター】
電話番号　☎︎０１２０－９２６－４０４
受付時間　９：００～１９：００　※土日祝日は９：００～１７：００

【役場内相談窓口開設日時】
役場本庁舎　毎週月・水・金曜日（祝日を除く）　１０：００～１５：００
郡 山 支 所　毎週水曜日　　　　（祝日を除く）　１０：００～１５：００

請求項目 金　　　　額

交 通 費

電車、バス、
その他の
公共交通機関

負担された交通費の実費 （※１）

自家用車

移動距離
１５ｋｍ未満 ３３０円

移動距離
１５ｋｍ以上 移動距離 × ２２円

宿 泊 費 負担した宿泊費の実費 （※２）

【請求できる費用（概要）】

お知らせ お知らせ

～ お電話でのお問い合わせが難しい場合は企画課まで　FAX 0240−22−0899　　 tom0200-006@tomioka-town.jp ～



広 告

富岡事務所

いわき事務所 

【主な取り扱い業務】不動産の名義変更・会社の登記・建設業等

わたなべ法務事務所
司法書士　木原　雅裕 

司法書士法人

いわき市平字童子町４-18 ５階　TEL 0246-88-1818 

双葉郡富岡町中央二丁目20番地　TEL 0240-22-1919

支援金

道路
整備

被災者生活再建支援金制度の申請期間延長について

浜街道（一般県道 広野小高線）整備事業を実施しています

　町内で居住していた住宅が、東日本大震災により「全壊・大規模半壊の判定を受けた世帯」及び「半壊
でやむを得ず家屋を解体した世帯」を対象とした「被災者生活再建支援金制度」の基礎支援金及び加算支
援金の申請期間が、令和５年４月１０日まで１年間延長されました。
　詳しくは、広報とみおか３月号に同封の案内チラシまたは町ホームページをご覧ください。

　福島県富岡土木事務所は、復興まちづくりを支援する道路
としての役割を担う県道広野小高線の改築事業を進めており、
毛萱・富岡工区延長３. ２kmのうち、汐橋（町アクセス道路）
から子安橋までの約０. ４kmについて令和３年５月の汐橋の
供用時期に合わせ供用しました。
　残る約２. ８kmについては、紅葉川及び渋川を渡る２箇所
の橋梁工事や、紅葉川から汐橋までの軟弱地盤対策工事など
を実施しています。早期完成を目指し工事を進めてまいりま
すので、皆さまのご理解とご協力を引き続きお願いします。

問 生活環境課 消防交通係

問 福島県富岡土木事務所 道路・橋梁課　☎０２４０－２３－５５６１

楢葉町

毛萱・富岡工区 L=３.２km
毛萱工区 L=２.２km

軟弱地盤対策
供用済

L=０.４km

富岡町富岡町

至 広野至 広野

至 上野
至 上野

汐
橋
汐
橋

（
ア
ク
セ
ス
道
路
）

（
ア
ク
セ
ス
道
路
）

JR 常磐線

JR 常磐線

JR 富
岡駅

JR富
岡駅

国道６号国道６号
浜街道（県道 広野小高線）

浜街道（県道 広野小高線）
富岡工区 L=１.０km

工事中 L=２.８km

橋梁
紅葉川紅葉川 渋川渋川 富岡川富岡川

子安橋子安橋 至 小高至 小高
橋梁

⇨

富岡漁港富岡漁港

N

至 仙台
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住所：富岡町大字本岡字関ノ前 74－2　　　　

電気設備設計施工・空調機器設置施工・オール電化機器設置施工
電気器具販売及び修理・一般伐採（根切・中断切・枝切・下刈）
墓地清掃雑草除去・樹木のチップ化

ワタナベ電建株式会社
明るい快適なまちづくり

☎0246－38－4500 FAX 0246－38－4510～見積もり無料です。ご相談ください～

自衛官
募集

国税官
募集

令和４年度 予備自衛官補 募集

国家公務員「国税専門官採用試験（大学卒業程度）」のお知らせ

　自衛隊福島地方協力本部は、次のとおり令和４年度予備自衛官補採用試験を実施します。

　仙台国税局は、税務署等で調査、徴収や検査、指導などを行う国税専門官採用試験を実施します。
【受験資格】
（１）平成４年４月２日～平成１３年４月１日生まれの者
（２）平成１３年４月２日以降生まれで、次に掲げる者
　　①大学を卒業した者及び、令和５年３月までに大学を卒業する見込みの者
　　②人事院が上記①に掲げる者と同等の資格があると認める者

【受験申込受付期間】
令和４年３月１８日（金）～ ４月４日（月）

【受験申込方法】
インターネットによる申し込み
国家公務員試験採用情報NAVI（https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html）

【第一次試験日】
令和４年６月５日（日）

※試験内容や受験会場、技能公募に必要な資格等、詳細は下記までお問い合わせください。
問 自衛隊福島地方協力本部 相双地域事務所　 ☎０２４４－２３－４７１２

問 仙台国税局人事第二課試験研修係　☎０２２－２６３－１１１１（内線３２３６）
　 人事院東北事務局　　　　　　　　☎０２２－２２１－２０２２

募 集 項 目 予備自衛官補（一般） 予備自衛官補（技能）
受 付 期 間 令和４年１月６日（木） ～ ４月８日（金）※締切日必着

採用予定数
（参考：令和３年度）

陸上自衛隊
東北方面隊管内　約１００名 東北方面隊管内　約２０名

海上自衛隊　　　約２０名

受 験 資 格 １８歳以上３４歳未満の男女
１８歳以上で国家免許資格等を有
する者（資格により３５歳以上
５５歳未満の男女）

試 験 期 日 令和４年４月１１日（月）～ １７日（日）の間の指定された１日
合 格 発 表 令和４年５月３１日（火）

お知らせ お知らせ

～ お電話でのお問い合わせが難しい場合は企画課まで　FAX 0240−22−0899　　 tom0200-006@tomioka-town.jp ～

JR富岡駅
汐橋

（アクセス道路）

至 小高
富岡漁港 
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県

道
 広

野
小

高
線

）
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問 福島県経営金融課
　 ☎０２４－５７２－７０１９

火災による死者の７割以上が住宅の火災で発生しています！
　令和２年中の火災件数のうち住宅火災は約３割ですが、火災による死者数は住宅火災が７割
以上を占めています。（全国値）

問い合わせ先
富岡消防署	 ☎０２４０−２２−２１１９
楢 葉 分 署	 ☎０２４０−２５−２１１９
川内出張所	 ☎０２４０−３８−２１１９
双葉郡内災害情報専用テレホンサービス	
　　　　　　  ☎０２４０−２６−０３６６

火事と救急は
    １１９番

建物以外の
火災

44％

住宅以外の
建物火災

25％

住宅以外の
建物火災

6％
建物以外の
火災

20％

火災件数
34,691件

死者数
1,326人

住宅火災
31％

住宅火災
74％

令和２年中の火災件数 令和２年中の火災死者数

有限会社シティハウジング
賃貸アパート・貸家の仲介・管理・貸事務所
売家･売地や,  貸倉庫等土地 ･お住い ･建物のことなら当社に
お任せください！ TEL：0240－22－8212　

〒979－1111 福島県双葉郡富岡町大字小浜字大膳町２番地１
FAX：0240－22－2995　　URL：https://www.city-housing.co.jp/
担当：杉本　定休日：土・日・祝日　営業時間：9：00 ～ 16：00　【福島県知事（５）第 2205 号】　

広 告

双葉地方水道企業団からのお知らせ

問 双葉地方水道企業団 
　〒９７９−０５１５ 楢葉町大字上小塙字小山６－２　☎０２４０−２５−５３１５㈹／５３２３（営業係）
　【開庁時間】８：３０〜１７：１５（平日）

令和３年１２月２９日～令和４年１月３１日分（毎日採水、毎日検査）
採水場所 水　源 ヨウ素１３１ セシウム１３４ セシウム１３７

小山浄水場 木戸川（ダム放流水） 不検出 不検出 不検出
関根浄水場 富岡川（伏流水） 不検出 不検出 不検出

※いずれの検体も、１月３１日時点で放射性物質は不検出です。
※「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最小値（1Bq/kg）未満であることを示しています。
※最新の検査結果は、企業団ホームページ（https://www.f-mizu.jp）をご覧ください。

《参考》検査日現在の目標値　　（単位 : Bq/kg）
ヨウ素１３１ セシウム１３４ セシウム１３７

食品衛生法の規定に基づく新たな基準による目標値 ー １０
※これまで暫定規制値が設定されていた放射性ヨウ素については、半減期が短く、国に平成２３年７月１５日以降の検出報告

がないことから、規制の対象から除外されました。

１. 測定機関　双葉地方水道企業団
２. 分析装置　ゲルマニウム半導体検出器
３. 検査頻度　毎日

４. 測定方法　水道水等の放射能測定マニュアル（厚生労働省）
５. 検査結果　以下のとおり

水道水中における放射性物質のモニタリング結果

補助金就職
相談 原子力被災１２市町村での事業再開・創業支援就職相談会 開催のお知らせ

　東日本大震災時に、原子力被災１２市町村内で事業を行っていた中小事業者や１２市町村内で創業
または事業を展開する事業者へ、店舗や事務所の整備等に要する経費の一部を補助する補助金の公募
を開始します。

【被災事業者向け】
福島県原子力被災事業者事業再開等支援補助金
・公 募 期 間　３月下旬～８月１５日予定 （※１）
・公 募 締 切　１回目：４月２０日　　２回目：８月１５日予定 （※１）
・補助上限額　３，２００万円 （※２）

【創業又は事業展開する事業者向け】
福島県創業促進・企業誘致に向けた設備投資等支援補助金
・公 募 期 間　４月上旬～１０月１５日予定 （※１）
・公 募 締 切　１回目：５月１５日　　２回目：１０月１５日予定 （※１）
・補助上限額　２，２５０万円 （※２）
※１ 掲載日現在での予定です。公募期間は決定次第、福島県ホームページでお知らせします。
※２ 事業を実施する場所、条件によって補助上限額が異なります。詳細は福島県ホームページをご覧
　　 ください。

　ふくしま生活・就職応援センターは、次の日程で出張就職相談会を開催します。お気軽にお越しくだ
さい。

【開 催 日】　３月２３日（水）　１０：００～１２：００
【場　　所】　さくらモールとみおか内 多目的スペース

 命を守るために住宅用火災警報器を設置しましょう！
　住宅用火災警報器を設置している場合、設置していない場合と比べ、死者数が半減すると分析され
ています。
　設置していないご家庭では、必ず設置するようにしましょう。すでに設置しているご家庭では、正
常に作動するか点検しましょう。

問 ふくしま生活・就職応援センター富岡事務所（福島県富岡合同庁舎２階）
　 ☎０２４０－２３－７８８０

春季全国火災予防運動は
令和４年３月１日 から３月７日です！

富岡消防署からのお知らせ

お知らせ お知らせ

～ お電話でのお問い合わせが難しい場合は企画課まで　FAX 0240−22−0899　　 tom0200-006@tomioka-town.jp ～



問い合わせ先
○富岡町役場・富岡町議会事務局
　〒９７９-１１９２　
　福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚６２２-1
　 ☎０２４０-２２-２１１１
　 ０１２０-３３-６４６６
○富岡町役場いわき支所
　〒９７０- ８０２４　
　福島県いわき市平北白土字宮前８
　 ☎０２４６- ８８- １９８７
　 ０１２０- ３３- ６４６６
○富岡町役場郡山支所
　〒９６３- ０２０１
　福島県郡山市大槻町字原ノ町４９- １
　 ☎０２４- ９８３- ９０２１
　 ０１２０- ３３- ６４６６
○富岡町文化交流センター「学びの森」・
　富岡町教育委員会
　〒９７９- １１５１　
　福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚６２２-１
　 ☎０２４０- ２３- ７５５５（教育総務課）
　 ☎０２４０-２２- ２６２６（生涯学習課）
　 ☎０２４０-２１- ３６６５（図書館）
○町立にこにここども園
　〒９７９-１１１１　
　福島県双葉郡富岡町大字小浜字大膳町１５２
　 ☎０２４０-２２- ２３５８
○町立小中学校 富岡校
　〒９７９-１１１１　
　福島県双葉郡富岡町大字小浜字中央２３７- ２
　 ☎０２４０-２２- ２０１４（小学校）
　 ☎０２４０-２２- ２０２０（中学校）
○町立小中学校 三春校
　〒９６３- ７７０４　
　福島県田村郡三春町大字熊耳字南原９４
　 ☎０２４７- ６２-７７９０（小学校）
　 ☎０２４７- ６２-７８００（中学校）
　 ☎０２４７- ６２-７７０１（幼稚園）
○とみおかアーカイブ・ミュージアム
　〒９７９-１１５１　
　福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚７６０- １
　 ☎０２４０-２５-８６４４
○富岡町地域交流館 富岡わんぱくパーク
　〒９７９-１１１１　
　福島県双葉郡富岡町大字小浜字中央３８４- ３
　 ☎０２４０-２５-８５９０  
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令和３年度 新夜ノ森行政区
総会のお知らせ

令和３年度 清水行政区
総会中止のお知らせ

　新夜ノ森行政区の令和３年度総会及び懇親会を、次の
とおり開催いたします。
　多くの区民の皆さまにご出席いただきますようお願い
いたします。

【日 　 時】　３月２６日（土）
　　　　　 １１：００～１４：００ 予定

【場 　 所】　富岡町いわき地区多目的集会施設
　　　　　 （いわき市平北白土字宮前８）

【議 　 事】　・令和３年度事業及び決算報告について
　　　　　   ・令和４年度事業計画及び予算（案）について
　　　　　   ・役員改選について

　なお、総会終了後に懇親会を予定しております。昼食
を準備する都合上、出席される方は３月２３日（水）まで
ご連絡をお願いいたします。

【連 絡 先】　区　長　増田　正成
　　　　　　　　　　☎０９０－７６６４－０１４９

　　　　　　副区長　大野久美子
　　　　　　　　　　☎０９０－４６３１－６９５４

　清水行政区の令和３年度総会につきまして、第２回役
員評議委員会にて中止とすることを決定いたしました。
　これで３度目の中止となり、皆さまにお会いできない
のが残念ですが、新型コロナウイルス感染症には十分注
意され、毎日元気でお過ごしください。
　  清水行政区長　猪狩　　剛
　　　　　　　　  ☎０９０－３７５２－２１１４

広報とみおか　（20）（21）　広報とみおか

富岡町桜まつり2022

再
会
の
春

ステージイベント
４月９日（土）、１０日（日）　
           　旧富岡第二中学校
歩行者天国
４月９日（土）、１０日（日）
        　　旧富岡第二中学校前

夜桜ライトアップ
４月１日（金）～１０日（日）
１８：００～２０：００
        　　旧富岡第二中学校前
※９日、１０日のみ歩行者天国となります

問 産業振興課 商工観光係

　１月２６日に特定復興再生拠点区域の立入り規制が緩和され、今年は１１年ぶりに桜通
りの桜並木をご覧いただけます。多くの人出が予想されますので、桜通りを通行の際はご
注意ください。
　なお、新型コロナウイルス感染症の状況によっては開催規模を縮小、または中止とさせ
ていただく場合がありますので、ご理解をよろしくお願いします。

お知らせ



人と町をつなぐ

～ 教えて ！ とみっぴー48 ～　 
　「教えて！とみっぴー」は、「とみおかアプリ」の使い方や配信している内容、現在の町の様子を、
とみっぴーと「とみおかアプリ」スタッフが一緒に紹介するコーナーです。

　コミュニティ広場では毎週金曜日に「とみっぴー」が楽しいクイズを配信しています！町に関連するクイズ
から、ちょっとした雑学が身につくクイズまで、様々な種類のクイズを配信しているんです。今回は配信中
のクイズを少しだけ紹介しちゃいます！気になった方は、とみおかアプリから確認してみてくださいね♪

毎週金曜日は「とみっぴーのバラエティクイズ」

　今回の隠れとみっぴーは鶺鴒大橋（せきれいおおはし）から
お送りします！写真のどこかにとみっぴーが隠れているよう
です。見つけた方は、コミュニティ広場＞自由広場＞ご自由
に投稿してください＞こんなところに!? 隠れとみっぴー！
part19まで！

こんなところに !? 隠れとみっぴー！part1９

とみおかアプリ・サポートセンター

　タブレット端末やスマートフォンでご利用いた
だけます。QRコードを読み取り、ダウンロード
してお使いください。

ダウンロードの方法がわからない、アプリの詳し
い使い方を知りたい、また利用者ID通知書を紛失
された場合などは、サポートセンターまでお問い
合わせください。

「　　　　　　　」 を使ってみませんか？

QRコードを読み取って
アプリをインストール ▶

☎０５７０－０５１－０３０
（平日９：００～１８：００）

　　

（23）　広報とみおか（23）　広報とみおか 広報とみおか　（22）

No.73

　３月で閉校になる町立幼小中学校三春校の内覧会が行われたっぴ。
内覧会には、三春校に通園・通学していた親子や先生方が来ていて、
当時を思い出しながら校舎内を見て回っていたっぴ。
　三春校は、みんなが町の外で暮らすようになってから富岡の子ども
たちの成長を見守ってきたんだけど、思い出がたくさん詰まった校舎
ともお別れの日が近くなってきたっぴね（涙）。

　福島中央テレビ「ゴジてれChu！」のコーナー「ブンケン歩いてゴミ拾
いの旅」で、鈴木文健っぴが町内のゴミ拾いをやったっぴ。
　文健っぴは富岡高校から大熊町役場まで歩いたんだけど、とみっぴー
も夜の森の道路１㎞ぐらいでお手伝いをしてきたっぴ。
　道端にはタバコの吸い殻とか空き缶が落ちていたんだけど、文健っ
ぴは「富岡町はゴミが少ないね！」って話してくれて、とみっぴーも嬉し
くなったっぴよ。これからもみんながゴミを捨てないことを心掛けて、
もっともっときれいな町にしていきたいっぴね！

三春校舎内覧会で思い出探しだっぴ！

文健っぴと一緒にゴミ拾いだっぴ！

1
15

1
14

とみっぴー公式
フェイスブックの

記事を紹介するっぴ！
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とみおか保健だより

町内医療機関の診療案内【３月・４月】
診療時間等が変更となる場合がありますので、事前に電話でご確認ください。

医 療 機 関 名 診　療　科 診　療　日 受付時間・休診日など

とみおか診療所
（富岡町大字小浜字中央374－1）

☎0240-22-6522

内　科 ・ 外　科
火曜日 9：00〜12：00　（午後休診）	

水・木・金・土曜日 9：00〜12：00　13：30〜16：30	
※ ３/３、23 、４/20 （午後休診）

精神科 第２・第４・第５土曜日
9：00〜12：00　13：30〜16：30	
※初診は１時間ほど要しますので、
　事前に電話予約が必要です。

とみおか診療所 駐車場内 内部被ばく検査 ３/17（木）・18（金）・19（土） 9：30〜15：30 （予約不要）４/21（木）・22（金）・23（土）
富岡中央医院

（富岡町中央１丁目119）
☎0240-22-6560

外　科 ・ 内　科
小児科 ・ 麻酔科 月・火・水・木曜日 8：30〜12：00　13：00〜17：30

穴田歯科医院
（富岡町字夜の森南３丁目54）

☎0240-22-3522
歯　科

月・火・水・木曜日 9：00〜12：00　14：00〜17：00

金曜日 9：00〜12：00　（午後休診）

さくら歯科医院
（富岡町大字本岡字関ノ前197－７）

☎0240-23-6479
歯　科 火・水・木・金曜日 9：30〜13：00　14：00〜17：00

さいとう眼科
（富岡町本町２丁目53－２）

☎0240-21-0123
眼　科 月・火・水・木曜日 9：00〜12：00　14：00〜17：30

※月末に休診日があります

　

例
年
、
３
月
は
月
別
自
殺
者

数
が
最
も
多
く
な
り
ま
す
。
自

分
だ
け
で
考
え
ず
、
誰
か
に
相

談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
自
殺
の
背
景
に
あ
る
も
の
】

　
健
康
問
題
や
経
済
的
な
問
題
、

労
働
環
境
に
よ
る
過
労
自
殺
、
学

校
や
職
場
で
の
い
じ
め
を
苦
に
し

た
自
殺
な
ど
、
様
々
な
背
景
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
自
殺
は
個
人
的
な

問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
が
ち
で
し

た
が
、
今
日
は
社
会
的
な
問
題
と

し
て
と
ら
え
、
環
境
を
整
え
る
こ

と
で
、
避
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
自
殺
に
至
る
要
因
】

　

必
ず
し
も
心
の
弱
い
人
が
自

殺
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し

ろ
、
真
面
目
な
人
や
強
い
と
思

わ
れ
て
い
た
人
が
自
殺
に
走
る

と
い
う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

自
殺
は
、
苦
境
に
陥
る
中
で

気
分
が
落
ち
込
み
、
精
神
的
に

追
い
詰
め
ら
れ
て
孤
立
し
、
生

き
て
い
て
も
い
い
こ
と
が
な
い
、

自
分
は
役
に
立
た
な
い
と
思
い

込
み
、
解
決
策
が
考
え
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
末
の
行
動

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「３月は自殺対策強化月間です」

【
自
殺
の
サ
イ
ン
】

　
次
に
挙
げ
た
項
目
が
自
殺
の
サ

イ
ン
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
ゆ
う
鬱
な
気
分
が
続
い
て
い
る

・
何
に
対
し
て
も
興
味
が
持
て
ず

お
も
し
ろ
く
な
い

・
疲
れ
や
す
く
、
何
も
や
る
気
が

起
き
な
い

・
集
中
力
・
注
意
力
が
低
下
し
た

・
自
分
に
は
価
値
が
な
い
と
思
う

・
生
き
て
い
る
価
値
が
な
い
、
周

り
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
と
感

じ
る

・
悲
し
い
気
持
ち
が
続
い
て
い
る

・
自
殺
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

あ
る

・
睡
眠
障
害
が
あ
る

・
食
欲
不
振
ま
た
は
食
欲
増
加
が

あ
る

　
こ
れ
ら
の
項
目
に
多
く
当
て
は

ま
る
場
合
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
早

め
に
相
談
機
関
や
医
療
機
関
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
町
で
も
保
健
師
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。



次世代につなぐ農業の未来 �
－ Agriculture for the  future －　

シリーズ「農業復興」

　町は、段階的な営農再開に向け、ハード・ソフト両面の施策を展開しています。
今回は、今年度町が取り組んだ主な農業復興・振興施策をご紹介します。

 【ハード事業】
（１）農業用施設の整備

　 ・カントリーエレベーター
　王塚地区に水稲１５０ha規模のカントリーエレベーターが
完成しました。JA福島さくらが維持管理中で、今年産米から
稼働します。

　 ・野菜（タマネギ）集出荷施設
　乾燥と貯蔵機能を有するタマネギの集出荷施設整備に着手
しました。令和４年度と５年度に工事を行い、令和６年収穫
分から稼働を予定しています。

（２）農業基盤整備事業（速やかな営農再開をめざす簡易的な整備）
　前年度に着工した地区（原下地区、大原地区）の補完工事等を
実施しました。また、来年度に工事を予定している赤木地区、
沼名子地区、下千里地区の測量設計を行いました。

（３）農業用水利施設の整備及び保全
・営農再開の意向のある地区について、水路の現況を調査したうえで除草や補修工事を行いました。
・営農再開がなされた地区において、多面的機能支払交付金を活用し、水利施設の点検や草刈り、
　水路の泥上げを実施しました。

 【ソフト事業】
（１）新規担い手　確保・育成事業

・地域おこし協力隊事業で１名、農業研修応援事業で１名の活用がありました。
・県などが主催する新規就農希望者フェアへの出展や、町内での新規就農に興味を示す方への現地案

内などにより、町の営農再開に向けた取り組みや施策などを説明しました。
・農業研修生の受け皿となるJAアグリサポートふたば（令和３年８月に設立したJA福島さくらの子会

社）と、今後の新規就農をめざす方々への支援について協議を重ねました。
（２）営農者との懇談

・町農業復興組合やJA福島さくらなどの関係機関と連携し、町内の営農者との意見交換会や担い手座
談会等を定期的に開催して、営農者の“現場の声”をお聞きしました。

・JAとの協同マッチングで、外部農業法人を含めた担い手への農地の集積・集約を進めました。
（３）町内農産物のPR

・JR富岡駅前において町内産農作物の即売会を開催しました。約３５０人が
来場し、オープン後即完売となりました。

・町外のイベントに積極的に出展し、町内産農作物などを広くPRしました。
　〈楽天出展イベント（６月、仙台市）、ふくしまフェスタ（１０月、浪江町）、
 　日本女子ソフトボールリーグ（１１月、福島市）、杉戸町農業祭（１１月、
 　埼玉県杉戸町）、風評被害払拭イベント（１２月、東京駅）など〉

★「営農者」と「農地を貸したい方」のマッチングの申し込みや、農地・農業に関するご相談は、町産業
振興課やJA福島さくら、県双葉農業普及所などに、お気軽にお問い合わせください。
・JA福島さくら ふたば地区本部　　　　　   ☎０２４０－２２－５４１５
・福島県相双農林事務所 双葉農業普及所　　☎０２４０－２３－６４７４

問 産業振興課 農業振興係

まな森 TIME
富岡町文化交流センターかわら版

富岡町生涯学習館　４月からの開館体制について

視聴覚資料・マンガ・大活字本が入ります

問 生涯学習課 生涯学習係

問 富岡町図書館

問 富岡町図書館

　文化交流センター「学びの森」の生涯学習館（会議室等）は、令和
４年４月１日より次の開館体制になります。

【開館時間】　９：００～１７：００
　　　　　　※１７：００以降の利用は１週間前までに要予約

【休 館 日】　月曜日及び祝日（月曜日が祝日の場合は翌日）
　　　　　　※５月５日と１１月３日は開館
　会議室等の利用方法や料金等、詳しくは富岡町文化交流セン
ター 「学びの森」 ホームページをご覧ください。
　なお、学校関係の業務を行う教育総務課は、今までどおり月
曜から金曜までの体制となります。

　往年の名作や新作DVD・CDのほか、新たに２０作品以上のマンガが貸し出しできるようになりま
す。小さい字では読みにくい方のための大活字本も多数ご用意しています。ご家族で楽しめる作品を
揃えておりますので、ぜひご来館ください。

図書館だより図書館だより図書館だより

● ３月の移動図書館運行日

 １ 日（火）郡山コース

１０日（木） いわき②コース

１６日（水） 町内コース

１７日（木） いわき①コース

２３日（水） 役場いわき支所コース

※時間や場所など詳細は「令和３年度 富岡町ふれ
あいカレンダー」をご覧ください。

※天候・災害、新型コロナウイルス感染症の拡大
状況等によっては中止する場合があります。

● 新着図書のご案内
　 新しく受け入れた本の一部をご紹介します。
　 一覧表はホームページでご覧になれます。

　地域資料のアーカイブ戦略
　蛭田 廣一／編（日本図書館協会）［014.72/チ］

　日本懐かしラジオ大全
　川野 将一／著（辰巳出版）［699.67/カ］

　風待ちとデラシネ
　田家 秀樹／著（KADOKAWA）［767.8/タ]

　選んだ孤独はよい孤独
　山内 マリコ／著（河出書房新社）[BF/ヤマ］

　チイの花たば
　森 絵都／作（岩崎書店）[K913.6/モ］

● おはなし会　小さいお子さんに向けて絵本や紙芝居の読み聞かせを行います。申し込みは不要です。
　 【日 　 時】　３月１２日（土）　１３：３０〜１４：００　　【会 場】　富岡町図書館内　くつろぎスペース

（27）　広報とみおか（27）　広報とみおか 広報とみおか　（26）

建築工事が完了したカントリー
エレベーター

杉戸町農業祭で町内産
農作物をPR



　　

１
月
26
日
、
特
定
復
興
再

生
拠
点
区
域
の
立
入
規
制
が

緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
私
の
実

家
が
あ
る
場
所
も
含
ま
れ
て

い
た
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で
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と
て
も
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
数
日
前
、
富
岡
町
移

住
定
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト『
と

み
お
か
く
ら
し
』の「
移
住
さ

ん
ぽ
」の
コ
ー
ナ
ー
に
て
、
私

と
夫
が
制
作
し
た
動
画【
富
岡

グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
】第
一
回
目
が

公
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

共
通
の
知
人
の
紹
介
で
知

り
合
っ
た
私
た
ち
夫
婦
。
初

め
て
顔
を
合
わ
せ
た
の
は
、

夜
の
森
の
桜
を
見
に
行
っ
た
と
き
で
す
。
ま
る

で
桜
が
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
に
な
っ
て
く
れ
た
か
の

とみおか散歩
 地域おこし協力隊日記　episode 12

よ
う
に
、
そ
の
後
す
ぐ
に
結
婚
が
決
ま
り
、
東

京
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

夫
も
、
幼
い
頃
に
富
岡
町
で
暮
ら
し
て
い
た
時

期
が
あ
り
、
な
ん
だ
か
不
思
議
な
縁
を
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
る
で
、富
岡
町
が「
戻
っ
て
お
い
で
」

と
言
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
。
今
は
ま
だ
い
わ

き
市
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
富
岡
町
に
家
を

建
て
、
移
り
住
む
予
定
で
す
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
夫
婦
の〝
と
み
お
か
物
語
〟を

動
画
に
し
ま
し
た
。
過
去
の
思
い
出
も
、
今
の

思
い
も
、
こ
れ
か
ら
の
希
望
も
、
全
部
抱
え
て

富
岡
町
で
暮
ら
し
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
み
な
さ

ん
に
動
画
を
観
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で

す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
と
一
緒
に
富
岡
町
を
感

じ
て
く
だ
さ
い
。

「
た
だ
い
ま　
富
岡
」

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
： 

遠
藤 

真
耶
）

富岡グラフィティ
#1「かもしれない 2人」
https://youtu.be/87iOlSVNcEc

広報とみおか　（28）（29）　広報とみおか



2013年

2012年

３月で閉校となる三春校。今月号と来月号のとみおか写真館では、
子どもたちを見守り続けた三春校での11年間を振り返ります。

とみおか写真館とみおか写真館Vol.60Vol.60
「ありがとう三春校「ありがとう三春校　　The location of the memory The location of the memory 11  」」

広報とみおか　（30）（31）　広報とみおか

2011年



2017年 2015年

2016年 2014年
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No. 測 定 場 所
R ４. ２月. ２日. ４日

地上１ｍ 地上１cm

71 大東銀行富岡支店前 0.17 0.11
72 東邦銀行前 0.14 0.12
73 総合福祉センター前 0.17 0.20
74 岡内中央児童公園 0.13 0.15
75 大原本店旧店舗会館前 0.24 0.16
76 中央消防屯所前 0.16 0.22
77 富岡中央医院出入口 0.16 0.11
78 観光協会前 0.22 0.18
79 さくらモールとみおか出入口 0.17 0.16
80 さくらモールとみおか前 0.14 0.20
81 富岡わんぱくパーク前 0.09 0.09
82 福島銀行富岡支店前 0.22 0.32
83 とみおか診療所出入口 0.10 0.11
84 曲田第一団地集会所前 0.07 0.09
85 富岡小・中学校正門前 0.14 0.12
86 富岡小・中学校校庭 0.10 0.10
87 富岡小・中学校駐車場 0.08 0.10
88 富岡小・中学校進入路 0.15 0.13
89 富岡漁港 0.07 0.10
90 龍台寺出入口 0.23 0.21
91 富岡中央会館前 0.29 0.34
92 富岡高等学校正門前 0.19 0.18
93 ローソン富岡小浜店出入口 0.16 0.14
94 富岡公園 0.06 0.07
95 清水集会所前 0.15 0.18
96 西原なかよし広場 0.17 0.15
97 福島富岡簡易裁判所前 0.25 0.25
98 西原消防屯所前 0.19 0.20
99 大膳原児童公園 0.11 0.09
100 にこにここども園正門前 0.15 0.16
101 にこにここども園園庭 0.11 0.10
102 にこにここども園駐車場 0.15 0.15
103 にこにここども園進入路 0.13 0.13
104 西原集会所前 0.19 0.19
105 防災備蓄南部倉庫前 0.10 0.09

No. 測 定 場 所
R ４. ２月. ２日. ４日

地上１ｍ 地上１cm

106 サンライズイン富岡出入口 0.10 0.11
107 富岡ホテル前 0.09 0.08
108 富岡駅前 0.07 0.06
109 富岡駅前なかよし広場 0.12 0.12
110 浄化センター出入口 0.09 0.09
111 原下消防屯所前 0.13 0.13
112 下郡山運動場 0.21 0.22
113 下郡山集会所前 0.14 0.16
114 満留賀出入口 0.18 0.20
115 猪狩スタンド前 0.15 0.17
116 富岡産業団地公園 0.10 0.12
117 セブンイレブン福島富岡上郡山店出入口 0.12 0.12
118 太田集会所前 0.19 0.26
119 太田消防屯所前 0.11 0.11
120 リプルンふくしま出入口 0.14 0.14
121 夜の森桜通り 0.26 0.26
122 夜の森公園石碑前 0.13 0.11
123 夜の森駅前南集会所前 0.28 0.32
124 夜の森つつみ公園 0.32 0.21
125 新田第三なかよし広場 0.20 0.20
126 新田団地出入口 0.31 0.27
127 和伊んや前 0.50 0.46
128 サトウ事務器機出入口 0.85 0.62
129 新夜ノ森集会所前 0.16 0.15
130 華の樹出入口 0.53 0.38
131 旧富岡消防署跡地前 0.23 0.18
132 太平洋ブリーディング手前広場 1.76 2.11
133 松の前待避所 0.82 0.68
134 深谷消防屯所前 1.57 2.95
135 深谷集会所前 1.17 2.24
136 小良ヶ浜浄化センター前 0.47 0.51
137 小良ヶ浜集会所前 1.23 2.14
138 赤坂神社境内 2.33 6.89
139 小良ヶ浜第二なかよし広場出入口 1.36 0.93
140 町境道路（小良ヶ浜地区） 0.70 0.62

測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）

測定結果の詳細については、
QRコードからアクセスして、

「とみおか放射線情報まとめサイト」を
ご覧ください。

問 生活環境課 除染対策係

No. 測 定 場 所
R ４. ２月. ２日. ４日

地上１ｍ 地上１cm

１ 滝川ダム出入口手前駐車場 0.22 0.23
２ 麓山神社境内 0.22 0.19
３ 杉内消防屯所前 0.19 0.20
４ 杉内集会所前 0.20 0.20
５ ローソン富岡上手岡店出入口 0.23 0.19
６ 第二工業団地出入口 0.41 0.30
７ 富岡インターバス待合所前 0.27 0.27
８ 上千里消防屯所前 0.14 0.15
９ 地蔵院出入口 0.21 0.21
10 上手岡多目的集会所前 0.17 0.12
11 高津戸スクリーニング場 0.11 0.18
12 高津戸集会所前 0.18 0.22
13 富岡養護学校正門前 0.31 0.36
14 大菅集会所前 0.28 0.29
15 蛇谷須宅地開発公園 0.33 0.52
16 蛇谷須浄化センター出入口 0.38 0.31
17 躑

つ つ じ

躅橋歩道（一橋） 0.30 0.61
18 夜ノ森駅東西自由通路西口出入口 0.13 0.10
19 夜ノ森駅東口待合室前 0.13 0.11
20 リフレ富岡跡地出入口 0.25 0.24
21 桜開花基準木 0.32 0.34
22 第二躑

つ つ じ

躅橋歩道（二橋） 0.23 0.24
23 上本町橋進入路 0.35 0.23
24 下千里集会所前 0.22 0.19
25 三春街道路線橋歩道（三橋） 0.16 0.15
26 富岡第二中学校正門跡地前 0.20 0.20
27 新町消防屯所前 0.23 0.41
28 総合運動場東側駐車場 0.32 0.35
29 防災備蓄北部倉庫出入口 0.18 0.14
30 富岡第二小学校跡地 0.13 0.13
31 富岡第二小学校正門跡地前 0.29 0.29
32 宝泉寺前 0.35 0.44
33 王塚集会所前 0.32 0.66
34 王塚消防屯所前 0.23 0.32
35 王塚第一なかよし広場 0.34 0.31

No. 測 定 場 所
R ４. ２月. ２日. ４日

地上１ｍ 地上１cm

36 富岡河川公園 0.40 0.33
37 ふたば医療センター附属病院前 0.11 0.11
38 学びの森前 0.20 0.22
39 役場１階玄関前 0.26 0.38
40 役場２階玄関前 0.21 0.21
41 食品検査所前 0.13 0.14
42 満開橋歩道 0.28 0.26
43 汚泥再生処理センター出入口 0.24 0.48
44 NHK電波塔出入口 0.32 0.62
45 ホテル蓮人館前 0.18 0.16
46 町営野球場前 0.20 0.18
47 防災備蓄拠点倉庫前 0.14 0.13
48 富岡町武道館前 0.12 0.12
49 富岡町総合体育館前 0.15 0.15
50 グリーンフィールド富岡跡地 0.14 0.09
51 小浜住宅団地内公園 0.34 0.40
52 富岡合同庁舎出入口 0.20 0.20
53 子安橋歩道 0.08 0.11
54 上本町集会所前 0.19 0.17
55 成沢の滝山道入口前 0.23 0.18
56 赤木集会所前 0.12 0.11
57 富岡工業団地公園 0.19 0.27
58 ビックイン富岡出入口 0.36 0.31
59 本町赤木橋歩道 0.27 0.34
60 諏訪神社参道入口前 0.28 0.29
61 保應寺出入口 0.21 0.18
62 岩井戸農村広場 0.14 0.12
63 上郡山多目的集会所前 0.19 0.18
64 猪狩電気通信工業看板前 0.28 0.26
65 本町なかよし広場 0.19 0.17
66 本町集会所前 0.21 0.22
67 本町消防屯所前 0.19 0.18
68 富岡郵便局前 0.14 0.19
69 岡内東児童公園 0.10 0.10
70 双葉警察署出入口 0.20 0.36

町 内 の 放 射 線 量町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/ｈ）

※令和３年４月より、町内の施設利用状況等を踏まえ、測定点を一新しました。

※30 富岡第二小学校跡地については工事のため、測定点を変更しております。



「 富岡川に飛来した白鳥 」　 撮影：泉　　実さん（王塚）

　１月17日に子安橋付近の堤防を歩いていると、富岡川の中ほどに白い物が浮かんでいるの
が見えました。少し近寄ってみるとそれは２羽の白鳥で、バッグからカメラを取り出しシャッ
ターを切りました。まさか富岡川に白鳥が来ていると思いませんでしたが、まだ若鳥のようで、
驚かさないよう遠くから見ることに。皆さんもぜひご覧になってみてはいかがでしょうか。

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

今月の表紙 「元気いっぱい鬼はそと！」

園長先生と一緒に豆まきをする夜の森幼稚園三春園舎
のゆうき君。元気な掛け声に鬼も降参だね！
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見て、聴いて、富岡の今を発信！

富岡町公式
Facebook

とみっぴー
Facebook

富岡町公式
YouTube

とみっぴーラジオ 
毎月第２火曜日
14：10～　放送中！
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